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第２節　高鍋町・新富町検出の陥し穴

１　はじめに

東九州自動車道(都農～西都間)建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査により、高鍋町や新富町で多くの陥し

穴が確認された。これらの陥し穴については、平成

15年度から報告書にも掲載されるようになった。そ

こで、現在までに確認した各遺跡の調査結果をもと

に、少し広い視点に立って、陥し穴の特徴や傾向、

つくられた時代などについて報告・提案したい。

２　高鍋町・新富町で検出された陥し穴の特徴

陥し穴の特徴については、松尾有年氏が次のよう

にまとめている。

①底に小さな穴がある。

②平面の形は円形、楕円形、方形、長方形。

③断面の形は、箱状、台形状、逆フラスコ状。

④穴の中に遺物があまり見られない。

⑤ある程度の深さを持つ。

（「宮崎県の陥し穴のうつりかわり」2004.3調査報

告会より）

これらの諸条件を比較するべく、今までに確認さ

れた45の陥し穴のについて検出面や大きさ、底部施

設等をまとめた（第36表)。以下、いくつかの視点

に沿って述べていきたい。

陥し穴の規模(第107図)

高鍋町と新富町との確認された陥し穴の大きさを

比較すると以下の通りである(平均値：ｍ）。

長軸　1.606(高鍋町) 1.314(新富町)

短軸　1.075(高鍋町) 1.040(新富町)

深さ　1.687(高鍋町) 1.193(新富町)

※高鍋町（下耳切３～牧内２までの遺跡）

新富町（音明寺１～向原１までの遺跡）

このように、高鍋町で確認された陥し穴のほうが平

均して大きく、深いということがわかる。

実は、新富町の陥し穴は本遺跡の北と南では様相

が違う。

新富町北（音明寺１～西畦原２までの遺跡）

新富町南（上新開～向原１までの遺跡）

長軸　1.28（新富町北) 1.34 （新富町南）

短軸　1.025(新富町北) 1.078（新富町南）

深さ　1.5 (新富町北) 0.91  (新富町南）

高鍋町で確認された陥し穴の大きさや深さには及

ばないものの、新富町北では深さが平均1.5ｍに達

する。一方、新富町南の陥し穴は長軸は４cm長く、

深さは１ｍに達しない。

床面の形と底部施設

床面の形は、多い順に楕円形(21)、円形(12)、隅

丸長方形(11)、長方形(1)である。円形は新富町のみ

で、特に新富町南では13基中８基を占める。新富町

で確認された25基中12基は円形である。

底部施設については、高鍋町４基、新富町北６基、

新富町南７基で確認された。杭痕は15基、道具痕は

２基である。新富町で確認されたものがほとんどで

ある。

底部埋土

陥し穴を調査する場合、遺物の混入がほとんど考

えられないため、土層がどんな埋土から構成されて

いるのかを明らかすることは極めて重要である。し

かも陥し穴がつくられた時期を特定する可能性を持

つのが底部の埋土である。

底部埋土は、どの深さまで掘ったのかによっても

構成する埋土が違ってくる。が、一般的に黒色、黒

褐色、暗褐色、褐色などが多い。少ないものでは、

灰黄褐色、黄褐色、暗灰黄色、灰黄褐色、オリーブ

褐色、にぶい黄褐色などがあげられる。黄色が強い

底部埋土の場合、Kr-Iw下位の粘土層に達している

場合が多い。

ＡＴ下面からの深さ(第108図)

陥し穴の深さとは別に、ＡＴ降灰以前の土層にど

のくらい掘り込まれていたかを確認することもつく

られた時期について考察する際の一つの手がかりと

なるのでは考える。ただ、陥し穴を調査した際に、

ＡＴの堆積が確認困難またはまったく見られない場

合、調査時に掘り込まれた土層まで記載していない

例などもあったので28基（高鍋町15基、新富町13

基）のみの考察になる。

ただし、高鍋町・新富町に底部がAT途中までま

たはAT下位までのものが計３基あったのでこれは

除いてＡＴ降灰下面からの深さの平均を算出した。
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第36表　新富町・高鍋町で確認された陥し穴
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第108図　陥し穴のAT下面からの分類（Ｓ＝1/160）

陥し穴のAT下面からの分類（28基）

第107図　陥し穴の規模や特徴（Ｓ＝1/160）
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その結果は以下の通りである。

高鍋町(14基) 1.037ｍ

新富町(12基) 1.002ｍ

新富町北(10基) 1.126ｍ

新富町南(２基) 0.380ｍ

この結果からみると、陥し穴の規模では高鍋町の

陥し穴は大きいのであるが、ＡＴ下面からの深さに

限ればそれほど差があるわけではない。新富町北の

陥し穴は、むしろ高鍋町のものより若干深いことが

わかる。ただし、各土層の堆積状況（厚さ）はそれ

ぞれの遺跡により、同一ではないので断定すること

はできない。

３　陥し穴の使われた時代の手がかり

(1) 西畦原第２遺跡(二次・三次)の陥し穴

本遺跡で確認された６基の陥し穴については以下

のようなことが確認された。

①　底部付近の埋土に含まれる遺物－なし

②　埋土の火山灰－Kr-Kb（三次３号以外の５基）

AT、Kr-Aw（６基とも含む）

Kr-Iw（二次１号以外の５基）

③　検出面　三次３号はMB2 、他はKr-Kb

④　植物珪酸体分析　

二次１号（SC1）－基本土層Ⅵa層を主に含む

三次１号（SC1）－基本土層に整合する層準なし

三次２号（SC2）－基本土層Ⅵb層を主に含む

三次３号（SC5）－基本土層Ⅵa層を主に含む

⑤　放射性炭素年代測定（補正14Ｃ年代）

二次２号（SC2）－ 11420±60年ＢＰ

二次３号（SC3）－ 11510±40年ＢＰ

三次１号（SC1）－ 2290±40年ＢＰ

三次２号（SC2）－ 13350±60年ＢＰ

三次３号（SC5）－ 13000±70年ＢＰ

⑥　底部施設

二次１号（SC1）－ 杭痕１

二次２号（SC2）－ 道具痕

二次３号（SC3）－ 杭痕４

三次１号（SC1）－ 杭痕４

三次２号（SC2）－ なし（不明）

三次３号（SC5）－ 道具痕

⑦　ＡＴ下面からの深さ

二次１号（SC1）－ ０．８０ｍ

二次２号（SC2）－ １．１１ｍ

二次３号（SC3）－ １．５０ｍ

三次１号（SC1）－ １．２６ｍ

三次２号（SC2）－ １．３７ｍ

三次３号（SC5）－ １．０１ｍ

SC5の検出面はMB2である。隣接する土層断面

から数値を推定した。

これらの７つの要素を総合的に判断した結果、本

遺跡で検出された陥し穴６基は旧石器時代終末期ご

ろにつくられ活用されたのではないかと推定した。

(2) 高鍋町・新富町の陥し穴（第108図）

本遺跡以外の陥し穴の使われた時期の特定は極め

て困難である。収集した陥し穴の図面と担当調査員

への検出状況聴取にとどまっているからである。

しかしながら、前述した「ＡＴ下面からの深さ」

に注目してみると推定の可能性が伺われるように思

う。

①　「ＡＴ下面からの深さ」から推定されること

第108図では確認できた28基のうち、22基を掲載

した。ＡＴ下面からの深さは機械的に0.5ｍごとに

割り振った。この４グループの陥し穴の底部と接す

る土層は以下の通りである(第７図　基本土層図参

照）。

深さ0～0.49m AT２基 MB2 ３基 砂礫層 １基

0.5～0.99m ML3 １基　ML4 ３基

1.0～1.49m Kr-Iw ４基 褐色土（粘土層）５基

1.5m以上 Kr-Iw １基 褐色土（粘土層）３基

この結果から、これらを３つのグループに分ける

ことが可能ではないか考える。

Ⅰ　深さ0～0.49mで ATまたはMB2・砂礫層まで

※砂礫層－この遺跡ではATより下は砂礫層で

あった。

Ⅱ　深さ0.5～0.99mで　ML3 またはML4まで
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Ⅲ　深さ1.0m以上で　Kr-Iwまたは褐色土（粘土層）

まで

これらの陥し穴を掘った人々は、少なくともこの

３グループの土層まで掘ることを一つの目安として

いたのか、たまたま偶然なのかは不明である。現在

私たちが手作業で掘り出すのも極めて困難な作業で

ある。ましてや道具のほとんどない時代にこれだけ

の穴を掘り下げた先人達に心からの敬意を払いたい。

②　陥し穴の使われた時代（仮説）

高鍋町唐木戸第１(一次)遺跡では、本遺跡と同様

に陥し穴底部埋土の植物珪酸体分析を実施してい

る。この陥し穴は第107図の唐木戸１(一次)の①と

同②にあたる。その結果は以下の通りである。

唐木戸第１(一次)①－基本土層Ⅳ層を主に含む

唐木戸第１(一次)②－基本土層Ⅴａ層を主に含む

唐木戸第１遺跡(一次)の基本土層Ⅳ・Ⅴａは、本

遺跡のⅤ・Ⅵａに相当する（第37表参照）。

前述した３つのグループに本遺跡と唐木戸第１遺

跡(一次)の結果をあてはめると以下のような仮説が

できる。

グループⅠ－本遺跡Ⅴ層に相当する時期またはそれ

以降の時期

グループⅡ－本遺跡Ⅵaに相当する時期

グループⅢ－本遺跡ⅥaまたはⅥｂに相当する時期

これはあくまで「ＡＴ下面からの深さ」と植物珪

酸体分析結果をもとにしたものである。それぞれの

遺跡により、埋土の堆積状況も違うであろうからあ

くまで仮説である。

この仮説からは、最も浅いグループⅠは縄文時代

早期またはそれ以降の陥し穴ということになる。陥

し穴として使用するために少なくともある程度の必

要な深さがあったでろうから、時代とともに浅くな

る傾向になるのは当然のことかもしれない。

この仮説の問題点は、本遺跡と唐木戸第１遺跡

(一次)の遺跡間の距離や遺跡の立地する地形などに

よる植生相違の可能性を考慮していないことであ

る。２遺跡は直線距離で約3.9㎞の位置にある。

そこで、土層の植物珪酸体分析を実施した遺跡の

うち、本遺跡の土層と比較可能な６遺跡（第109図）

の分析結果について第38表に示した。この結果から

以下のことが推定できよう。

Ⅰ　遺跡の立地条件により一部相違点もあるが、当

時の植生についてそれほどの違いは認められな

い。

Ⅱ　各層の植生の主な特徴

Ⅶ層：クマザサ属（おもにミヤコザサ節）を主体

Ⅵ層：クマザサ属（おもにミヤコザサ節）を主体

Ⅴ層：クマザサ属（おもにミヤコザサ節）または

クマザサ属（チシマザサ節、チマキザサ節）

を主体、尾小原遺跡のみメダケ属（メダケ

節やネザサ節）を主体

Ⅳ層：メダケ属（メダケ節やネザサ節）を主体

これらの結果から、本遺跡周辺の当時の植生には

遺跡間の距離や遺跡の立地する地形などによる大き

な違いは認められない。したがって、各層の時期に

おける本遺跡と唐木戸第１遺跡(一次)間の植生には

ある程度の妥当性があると言えよう。今後の発掘調

査において陥し穴の検出がある程度の基数に達する

場合には、有効な視点の一つになるかもしれない。

なお、唐木戸第１遺跡をはじめ陥し穴が確認され

た遺跡の位置を示す資料として平成１６年度埋蔵文

化財講座で使用した「新富町・高鍋町で見つかった

主な陥し穴と集石遺構」（第110図）と平成１５年

度本遺跡(三次)の現地説明会資料（第111図）を掲

載したので参考にしていただければ幸いである。

【参考文献】

「自然科学分析調査報告書」（唐木戸第１遺跡（一次調査）、牧内

第４遺跡（四次調査）、音明寺第２遺跡（二次調査）、東畦原第２

遺跡、西畦原第１遺跡、尾小原遺跡）
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第109図　本遺跡と６遺跡の位置（Ｓ＝1/50,000）

１　唐木戸第１遺跡（一次）

２　牧内第１遺跡（四次）

３　音明寺第２遺跡（二次）

４　東畦原第２遺跡（一次・二次）

５　西畦原第１遺跡

６　尾小原遺跡（一次）

７　西畦原第２遺跡（三次）

８　西畦原第２遺跡（二次）
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第37表　西畦原第２遺跡（二次･三次）と唐木戸第１遺跡
（一次）の陥し穴埋土の植物珪散体分析結果

第38表　周辺遺跡土層の植物珪散体分析結果
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４　陥し穴の剥ぎ取り方法

剥ぎ取りの対象は、本遺跡二次調査で確認された

陥し穴のうち、１号(SC1) と３号（SC3）の２つで

ある。陥し穴土層剥ぎ取りは今回初めて行った。剥

ぎ取り方法については鹿児島県指宿市教育委員会作

成の資料を参考に行った。

実施したのは12月であり、乾燥する時間確保にや

や不安はあったが、何とか実施することができた。

準備物と剥ぎ取り方法について説明する。

(1) 準備物

薬剤（トマックNS－10、サンコール）

寒冷沙（布、幅90cm×必要な長さ）

竹串2～300本（剥ぎ取り面積にもよる）

刷毛数本　小さなプラバケツ　ゴム手袋　マスク

脚立　芽切り鋏　角スコップ　ねじり鎌

補修用接着剤　コンパネ　タッカー　角材　ネジ

(2) 剥ぎ取り方法

①　剥ぎ取る面の清掃

②　土層の分層

③　薬剤（トマックNS－10）をプラバケツに小

分けし、剥ぎ取り面に塗布

④　寒冷沙を剥ぎとる面積に合わせて切り取り、

薬剤（トマックNS－10）を塗布した上に、竹

串を使って貼り付け

⑤　貼り付けた寒冷沙の上にも同じ薬剤（トマッ

クNS－10）を塗布

⑥　乾燥（３～５時間）

⑦　剥ぎ取り

⑧　泥や砂(火山灰)などの水洗い

⑨　接着の悪いところや必要以上に土が付着した

ところの補修

⑩　補修した表面に薬剤（サンコール）を塗布し

表面加工

⑪　コンパネと角材で展示用枠の作成

⑫　カッターで必要サイズに切り、コンパネにタ

ッカーで打ちつけ

⑬　キャプションの取り付け

⑭　展示

(3) 留意点

①　薬剤を塗布する場合、塗布する土層面の硬さ

の程度が剥ぎ取りを左右する。柔らか過ぎると

薬剤とともに土層が落下してしまうことがあ

る。

②　剥ぎ取り面は90度で実施した。薬剤が落下し

やすいので極力必要な量の薬剤をムラなくすば

やく塗布することが大切である。本来なら、も

う少し傾斜があったほうが作業はしやすい。た

だし、そうすると本来の土層厚とは違ってくる

ので要注意である。

③　塗布してもどうしても土層と布の間が空いて

しまうことがある。その場合は竹串を多用して

極力空間をなくすようにする。

④　薬剤は有機溶剤であるので、ゴム手袋やマス

クは欠かせない。特に、空気がこもりがちな窪

地での作業は要注意である。

⑤　剥ぎ取り作業の際､剥ぎ取り面積が２～３ｍ2

程度なら２～３人で十分作業は可能である。し

かし、それ以上になるときは７～８人程度確保

したほうがよい。その際、剥ぎ取り部分の上と

下でかなりの落差があると予想されるので、慎

重に作業を進める。

⑥　補修作業を進める際には、特にどの部分の補

修が必要かを見極め、必要に応じて剥ぎ取った

後の土層面の土をあらかじめ採取して、乾燥さ

せておく必要がある。そうすることで接着剤で

の補修が可能になる。

(4) 作業風景

主な作業過程を写真で示す。
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Ⅰ 土層面に薬剤を塗布 Ⅱ （同　②）

Ⅲ 寒冷沙の上からも薬剤を塗布 Ⅳ 塗布終了・乾燥

Ⅴ 土層剥ぎ取り Ⅵ （同　②）

Ⅶ （同　③） Ⅷ 剥ぎ取り後の補修作業

陥し穴の土層剥ぎ取り作業過程
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第110図　新富町・高鍋町で見つかった主な陥し穴と集石遺構（平成16年4月24日）


